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210.33 オサワ 古代大和の王宮と都城　　　　古代史選書　46 小澤毅　　 同成社 2023

219.1 マツカ 古代大宰府の政治と軍事　　　　古代史選書　45 松川博一　　 同成社 2023

188 コヤマ 中世修験道の展開と地域社会　　　　中世史選書　32 小山貴子　　 同成社 2023

210.32 タナカ 古代国家形成期の社会と交通　　　　　 田中裕　　 同成社 2023

210.32 イワナ 古墳時代の親族と地域社会　　　　市民の考古卓　18 岩永省三　高椋浩文　　土田淳一郎 同成社 2023

210.025 オクタ 石の考古学　　　　読みなおす日本史　 奥田尚　　 吉川弘文館 2023

210.3 モリキ 倭国の政治体制と対外関係　　　　　 森公章　　 吉川弘文館 2023

322.134 サカウ 唐法典と日本律令制　　　　日本史学研究叢書　 坂上康俊　　 吉川弘文館 2023

210.3 アイハ 飛鳥・藤原京と古代国家形成　　　　　 相原嘉之　　 吉川弘文館 2023

928 シンシ 呂氏春秋　上　　　　新釈漢文大系　補遺編　1 楠山春樹　　 明治書院 2023

727 カワヘ 日本の古典装飾　天平から江戸の時代様式にみる　CLASSICAL　ORNAMENTS　OF　JAPAN　　　ビジュアル文庫　 河邊正夫　　 青幻舎 2006

210.25 フルヤ 縄文の断片から見えてくる　修復家と人類学者が探る修復の迷宮　　　　 古谷嘉章　石原道知　堀江武史 古小烏舎 2023

288.41 タキナ 桓武天皇　決断する君主　　　岩波新書　1983 瀧浪貞子　　 岩波書店 2023

210.3 クトウ アジアの中の伊勢神宮　アニミズム系文化圏の日本　　　　 工藤隆　　 三弥井書店 2023

210.4 サクラ 祭儀と注釈　中世における古代神話　　　法蔵館文庫　 桜井好朗　　 法蔵館 2023
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210.3 ナカノ 古代史のテクノロジー　日本の基礎はこうしてつくられた　　　PHP新書　1340 長野正孝　　 ＰＨＰ研究所 2023

521.818 ニシオ 普及版　法隆寺　世界最古の木造建築　　　　 西岡常一　宮上茂隆　穂積和夫 草思社 2023

210.35 ナラフ 新装版　平城京のごみ図鑑　最新研究でみえてくる奈良時代の暮らし　　　　 奈良文化財研究所　　 河出書房新社 2023

069.4 イワサ 文化財と標本の劣化図鑑　　　　　 岩﨑奈緒子　佐藤崇　中川千種 朝倉書店 2023

210.35 オカサ 平城京の役人たちと暮らし　　　　　 小笠原好彦　　 吉川弘文館 2023

682 キノシ 道と駅　　　　読みなおす日本史　 木下良　　 吉川弘文館 2023

521.818 ミウラ 神社の本殿　建築にみる神の空間　　　歴史文化ライブラリー　362 三浦正幸　　 吉川弘文館 2013

718 ヤマモ 鎌倉時代仏師列伝　　　　　 山本勉　武笠朗　 吉川弘文館 2023

721.2 トウキ 東京国立博物館所蔵　近世やまと絵５０選　江戸絵画の名品　　　　 東京国立博物館　　 吉川弘文館 2023

210.33 イスミ 古墳と壁画の考古学　キトラ・高松塚古墳　　　　 泉武　長谷川透　 法蔵館 2023

210.1 コタイ 古代人の一生　老若男女の暮らしと生業　　　シリーズ　古代史をひらくⅡ　 吉村武彦　吉川真司　川尻秋生 岩波書店 2023

222.5 サカヨ 渤海と日本　　　　　 酒寄雅志　　 吉川弘文館 2024

210.025 ナラフ 古代集落の構造と変遷３　第26回　古代官衙・集落研究会報告書　　　奈良文化財研究所研究報告　第３９冊　 奈良文化財研究所　　 クバプロ 2023

182.88 ネモト 行基と道鏡　　　　　 根本誠二　　 高志書院 2023

210.3 モリタ 日本後紀　上　全現代語訳　　　講談社学術文庫　1787 森田悌　　 講談社 2006

210.3 モリタ 日本後紀　中　全現代語訳　　　講談社学術文庫　1788 森田悌　　 講談社 2006

210.3 モリタ 日本後紀　下　全現代語訳　　　講談社学術文庫　1789 森田悌　　 講談社 2007

210.3 ナカノ 古代日本の国家形成と東部ユーラシア〈交通〉　　　　　 中野高行　　 八木書店 2023

210.3 ナカノ 古代国家成立と国際的契機　　　　古代史選書　25 中野高行　　 同成社 2017

210.32 タツミ 図像考古学　“かたち”の“こころ”　　　日本歴史　私の最新講義　23 辰巳和弘　　 敬文舎 2023

188.3 ホリイ 東大寺史へのいざない　　　　　 堀池春峰　　 昭和堂 2004

175.8 エムラ 伊勢神宮と古代王権　神宮・斎宮・天皇がおりなした六百年　　　筑摩選書　36 榎村寛之　　 筑摩書房 2012
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210.36 エムラ 謎の平安前期　桓武天皇から『源氏物語』誕生までの２００年　　　中公新書　2783 榎村寛之　　 中央公論新社 2023

188.2 トウノ 法隆寺と聖徳太子　一四〇〇年の史実と信仰　　　　 東野治之　　 岩波書店 2023

210.029 トウノ 史料学散策　　　　　 東野治之　　 雄山閣 2023

210.025 イセキ 琉球王国の象徴　首里城　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　145 当真嗣一　　 新泉社 2020

210.025 イセキ 大配石と異形の土偶　金生遺跡　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　146 新津健　　 新泉社 2020

210.025 イセキ 吉備の超巨大古墳　造山古墳群　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　148 西田和浩　　 新泉社 2020

210.025 イセキ 博多周縁の中世山林寺院　首羅山遺跡　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　149 江上智恵　　 新泉社 2021

210.025 イセキ 元軍船の発見　鷹島海底遺跡　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　150 中田敦之　池田栄史　 新泉社 2021

210.025 イセキ 地底の森の旧石器人　富沢遺跡　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　151 佐藤祐輔　　 新泉社 2021

210.025 イセキ 中世武家庭園と戦国の領域支配　江馬氏城館跡　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　152 三好清超　　 新泉社 2021

210.025 イセキ 西南戦争のリアル　田原坂　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　153 中原幹彦　　 新泉社 2021

210.025 イセキ 八ヶ岳を望む縄文集落の復元　梅之木遺跡　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　154 佐野隆　　 新泉社 2022

210.025 イセキ 極彩色壁画の発見　高松塚古墳・キトラ古墳　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　155 広瀬覚　建石徹　 新泉社 2022

210.025 イセキ 北陸の古墳時代をさぐる　能美古墳群　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　156 菅原雄一　　 新泉社 2022

210.025 イセキ たたらの実像をさぐる　山陰の製鉄遺跡　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　157 角田徳幸　　 新泉社 2022

210.025 イセキ ならび建つ国分僧寺・尼寺　上総国分寺　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　158 須田勉　　 新泉社 2022

210.025 イセキ 氷河期の大石器工房　ピリカ遺跡　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　159 長沼孝　寺崎康史　 新泉社 2022

210.025 イセキ 東京に眠る巨大貝塚の謎　中里貝塚　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　160 安武由利子　　 新泉社 2023

210.025 イセキ 石製模造品による葬送と祭祀　正直古墳群　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　161 佐久間正明　　 新泉社 2023

210.025 イセキ 朱に魅せられた弥生人　若杉山辰砂採掘遺跡　　　シリーズ「遺跡を学ぶ」　162 西本和哉　　 新泉社 2023

362.1 イワタ 日本古代の親子関係　孝養・相続・追善　　　　 岩田真由子　　 八木書店 2020
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210.3 コント 日本高麗関係史　　　　　 近藤剛　　 八木書店 2019

172 サノヒ 呪術世界と考古学　　　　　 佐野大和　　 続群書類従完成会1992

222.03 オチア 古代中国　説話と真相　　　筑摩選書　259 落合敦思　　 筑摩書房 2023

384.8 タニカ スポーツの日本史　遊戯・芸能・武術　　　歴史文化ライブラリー　580 谷釜尋徳　　 吉川弘文館 2023

182.88 ツノタ 行基論　大乗仏教自覚史の試み　　　　 角田洋子　　 専修大学出版局2016

182.1 ネモト 奈良仏教と密教　　　　　 根本誠二　　 高志書院 2011

210.3 モリキ 古代日中関係の展開　　　　日本歴史　私の最新講義　21 森公章　　 敬文舎 2018

521.818 ハマシ 日本建築の独自性　古代・中世の社寺建築　　　日本文化　私の最新講義　3 浜島正士　　 敬文舎 2015

718 ナカオ 仏像　祈りと風景　　　日本文化　私の最新講義　2 長岡龍作　　 敬文舎 2014

702.135 ムシヤ 天平芸術の工房　　　　法蔵館文庫　 武者小路穣　　 法蔵館 2021

188.3 サクレ 論集良弁僧正　伝承と実像の間　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　20 本郷真紹　浜道孝尚　野呂靖 法蔵館 2023

188.3 サクレ 論集室町時代の東大寺　　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　19 鈴木喜博　野呂靖　畠山聡 法蔵館 2022

188.3 サクレ 論集東大寺と行基菩薩　　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　18 栄原永遠男　小林円照　菱田哲郎 法蔵館 2020

188.3 サクレ 論集明治時代の東大寺　近代化がもたらした光と影　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　17 島薗進　谷川穣　田良島哲 法蔵館 2019

188.3 サクレ 論集新羅仏教の思想と文化　奈良仏教への射程　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　16 石井公成　佐藤厚　山本幸男 法蔵館 2018

188.3 サクレ 論集日宋交流期の東大寺　奝然上人一千年大遠忌にちなんで　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　15 村井章介　稲本泰生　増記隆介 法蔵館 2017

188.3 サクレ 論集仏教文化遺産の継承　自然・文化・東大寺　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　13 金田章裕　橋本聖円　奥村茂輝 法蔵館 2015

188.3 サクレ 論集中世東大寺の華厳世界　戒律・禅・浄土　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　12 岡本一平　内藤栄　水上文義 法蔵館 2014

188.3 サクレ 論集平安時代の東大寺　密教興隆と末法到来のなかで　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　11 谷口耕生　横内裕人　近本謙介 法蔵館 2014

188.3 サクレ 論集華厳文化の潮流　　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　10 小林円照　朴亨国　長岡龍作 法蔵館 2012

188.3 サクレ 論集東大寺二月堂　修二会の伝統とその思想　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　8 多田孝正　山岸常人　稲本泰生 法蔵館 2010

188.3 サクレ 論集東大寺法華堂の創建と教学　　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　7 古坂紘一　吉田叡礼　石上英一 法蔵館 2009
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188.3 サクレ 論集日本仏教史における東大寺戒壇院　　　　ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　6 蓑輪顕量　三宅久雄　井上一稔 法蔵館 2008

724.9 ハマム 表装ものがたり　書画を彩る名脇役を知る　　　　 浜村繭衣子　　 淡交社 2023

M6 マキノ 牧野万葉植物図鑑　　　　　 牧野富太郎　邑田仁　田中純子 北隆館 2022

291.65 ナラマ 増補改訂版　奈良「地理・地名・地図」の謎　意外と知らない“まほろば”の歴史を読み解く！　　　じっぴコンパクト新書　401 奈良まほろばソムリエの会　　
実業之日本
社 2023

814 ハチヤ 国語語構成要素研究　　　　　 蜂矢真郷　　 塙書房 2023

810.8 コハヤ 上代文献の訓読　　　　小林芳規著作集　3 小林芳規　　 汲古書院 2022

810.23 ハハハ 宣命体の研究　表記と文章の諸相　　　　 馬場治　　 汲古書院 2023

919.3 カワカ 懐風藻の詩と文　　　　　 川上萌実　　 汲古書院 2023

P モツカ 木簡研究　四十四　　　　　 木簡学会　　 木簡学会 2022

P モツカ 木簡研究　四十五　　　　　 木簡学会　　 木簡学会 2023

M02 ササキ 愛するよりも愛されたい　令和言葉・奈良弁で訳した万葉集　　　　1 佐々木良　　 万葉社 2022

M02 ササキ 太子の少年　令和言葉・奈良弁で訳した万葉集　　　　2 佐々木良　　 万葉社 2023

910.4 カクシ 上代Ⅰ（平成29年版）　　　　国文学年次別論文集　 学術文献刊行会　　 朋文出版 2024

724.6 オオノ フレスコ画への招待　　　　岩波アクティブ新書　 大野彩　　 岩波書店 2003

706.9 トウキ 世界遺産　大シルクロード展　　　　　 東京富士美術館　五木田聡　平野賢一 光村印刷 2023

M241 ヤマシ 大伴家持の生涯　上　　　　　 山下やすふみ　　
ＴＣ出版プロ
ジクト 2011

M241 ヤマシ 大伴家持の生涯　下　　　　　 山下やすふみ　　
ＴＣ出版プロ
ジクト 2011

913.23 マニエ CRONACHE DEL SAIKAIDO　　　　　 Antonio　Manieri　　
Carocci
editore

913.23 フトキ 常陸国風土記註解　　　　風土記註解シリーズ　 廣岡義隆　　 和泉書院 2024

M565 ナルカ 榛原の万葉歌　　　　榛原町郷土ブックス　 鳴上善治　　 1984


